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員。規韻菅の方軽津

秀泰林

Phonological Rules of the Tsugaru Dialect of Japanese 

Y asuhideKOBA YASHI 

Abstract 

The Tsugaru Dialect is spoken in the westerri part of Aomori Prefecture， which is the 

northernmost prefecture in Honshuu. The purpose of this paper is to represent various 

phonological rules by which the phonetic forms from the underlying representations are 

derived. The ordering of rules is often crucial to derive the correct phonetic representations. 

この論文は津軽方言の音韻規則を述べるものであるが，高きアクセγ ト (pitchaccent)の

点にはほとんど触れていない。次の音声記号のうち， [き]は [S]， [c]は [ts]，[j]は [dz]， 
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この論文に使われている境界要素は， [非]が単語境界， [+]が内部単語境界(複合語の

内部境界)， [&]が形態素境界， [:]が複合境界である。境界は規則の適用に於いては階層

(hierarchy)をなしており， [非]が適用出来る規則には[+]， [&]， E:]も適用され， [+]境

界で適用出来る規則には [&J と [:Jの境界があるものにも適用出来， [&]の適用来るも

のには [:J も適用出来る。特に境界の記述のない規則は，境界に関係なく適用出来るもの

であるO
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津軽方言の高母音 /i/，/u/は，標準語よりは少し中舌母音に寄ったものであり，音声記

号で表わすと [i]，[田]であろうが，中舌母音日]と同じではない。日]， [田]は活字の都

合上，この論文では[i]， [u] と表している O 津軽方言の母音の音声を図で表わすと次のよ

うになる O

t I u 

o 

a 

津軽方言の基底表示から音声表示が派生される規則を，適用順序に従って述べよう。

1 .高母音消去

A.複合境界C:)の前の母音の消去

うl十anterior1， 、(11 :::~::.lVL I J 任[一voice ]¥ 1 

1はA.[+~μ位gh]ド→ Ø/州/べ/[+s 
』 川一coronal 11 11 -~- 11 1 

I1 _.~:~~υ 比一vOlce IJ 1 、l-'-VOlCe J' 1 ‘ 

{~L -:{2 ~L-:{2L の意味は，上は上，下は下の環境で，という意味であるD つまり， Aー:C，
B一一:Dであるo

この規則によって，前方性 (anterior)無声子音 /p，t， s/の次の高母音が次に無声子音が

来る場合消法されるか，あるいは /k/と/k/の聞の高母音が消去される。 /t/と非舌頂的

子音(-coronal)の聞に来る高母音が消去される例として次のものがある。

iti :pon→itpon I一本j，totU:pUU→totpuu I突風j，iti:pin→itpin I一品j，betu: pyoo→ 

betpyoo r別表j，iti: kan→itkan r 1巻j，patu:ken→patken r発見j，satu:ki→satki r殺

気」。

/t/と菌茎音の聞に来る高母音消去の例としては次のものがある。

pati:satu→patsatu r 8冊j，iti:お→itお「一緒j，katu:te→katte r勝手」。
消去される高母音の前の無声音が Iplの場合は例が少なく， zipu:satu→zipsatu r10冊j，

zipu:pon→zippon r10本」位であろうか。 f10jには[juu] という発音もあるので，その基

底表示を Iziwuんあるいは Iziwlとし，/wlが次の子音に完全同化されるとも考えられよ

うが， [juu]は Izipul→Iziφu/→lziwu/→Izywu/→Izyuul→日uuJと派生されたと考える。

Is/と無声子音聞に来る高母音も規則に従って消去されるのであるが，実際には適用され
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、¥

る語がないようであるo susi十tume(→sis討をme)r鮪詰めj，kasi + pako (→kasibago) r菓

子箱J等は内部単語境界が間にある為， 1 Aの規則は適用されない。

高母音の前が /kjであり，後が舌頂的子音 (coronal)である場合は，高母音は消去され

ず，次のように無戸音になる。

rokusaci r 6冊j，孟kuSar作者j，dokuso r読書j，kakusT r確信j，函kutor学徒j，

rokut"o r 6等j，hakucu r白昼」。

高母音の無戸化については後でくわしく述べるが，高母音にアクセントがあると， paku: 

si→hagusを「白紙」のように無声音にならない。

二つの jkjの聞の高母音は，次の例のように消去される。

roku:kan→rokkan r 6巻j，doku:kai→dokkai r読解j，saku:ka→sakka r作家j，gaku: 

koo→gakkoo I学校j，paku: kyuu→pakkyuu r白球j，saku:kon→sakkon r昨今j，sa-

ku:kyoku r作曲j，saku:kaku→sakkaku r錯覚j，toku:ken→tokken r特権J。

jkjと /pjの聞の高母音は，通常， saku:pin (→saguci) r作品j，saku: puu (→sagu<T五五)

「作風j，doku: paku (→doguXagu) r独自j，toku: pitu (→togudci) r特筆J，doku:titu 
(→dogucici) r毒筆Jのように消去されないのであるが， roku:pon→rokpon r 6本j，doku: 

po→dokpo r独歩」のように消去されるものもあるO なお， r引っ張るj，円|っ付くJは，語

幹を jpikjとすれば， pik&paru， pik&tukuと形態素境界で結ぼれているので，高母音消

去規則が適用されずに，子音同化規則が適用されたものであると考えられる。

lAの規則が示すように，境界 [:J の前の語は，二音節以上のものでないと適用きれな

L 、。

ti: ku→*tku r地区j，ku: kan→kkan r区間Jo

B.形容詞接尾辞ji/の前の母音の消去

r V 1 
r v 1 ~ 1 Ir ， ______1' 0 I十huzh

1 B. l +highJ→件/[+coro叫一一&1一応 | 
L十AdjectiveJ 

これは随意的な規則であるが，舌項的子音の次の高母音が /i/の前で消去される。 o

kayu&i→kayi r摩いj，atu&i→ati r暑L、j，usu&i→usi r薄い」。

非舌頂的子音の次の高母音は消去されない。 kemu&i→ *kemir煙いj，nemu&i→唱団emi

「眠いJ，niku&i→*niki r憎L、j，piku&i→*piki r低L、」。

例外として samjbu&i→samjbir寒し、Jがある。
lBは sugo&irすごし、j，pido&i r酷し、j，tuyo&i r強し、j;yowa&i r弱L、」のような非

高母音には適用されなし、。これらの語はそれぞれ su加「すごいJ，cide r酷いJ，ciye r強



津軽方言の音韻規則 ~117~ 

いJ，yowe r弱し、」と発音されるので，母音消去規則が適用されていると思われるが，そう

ではなく，母音同化で /i/が [e]，/oe/， /ae/が [ee]となり， [eeJが [e] と短く発音さ

れると考えられる。津軽方言には kayir摩いj，acを「暑いj，usを「薄い」はあっても *sU7)i
「すごし、j，*cidi rひどいJ，本ci-yir強し、J，キyowir弱L、」という発音はないのであるD

ooki&i→oki r大きい」は /i/が[ーcoronalJの次でありながら消去されているようである
が， osi&i→osi r惜しいJと同じく， 1 Bの規則とは別の，後で述べる同一母音消去規則に

よって， /i&i/が [iJとなるのである。

2. 鼻音挿入

C I/r I -son(、rantt I 
2. tt一→1+ゐsal!I[ ]一一|+voiJ l 

有声阻害音 (voicedobstruent)の前に鼻子音が挿入される。

tizu→tiNzu r地図j，tugi→tuNgi r次j，kazi→kaNzi r火事j，eda→eNda r枝j，pebi→ 

peNbi r蛇j，mizu→miNzu r水J。
この規則は語頭と共鳴音 (sonorant)の前には鼻音を挿入しない。

gomi→*Ngomi rごみj，ame→*aNme r雨j，potaru→*potaNru r登j，kayui→キkaNyui

「淳いJ。

普通の話し方では C壬j壬「地図」のように阻害音が鼻音化しているので，鼻音挿入よりもむ

しろ有声阻害音の鼻音化 (z→z，g→g， d→d， b→b)の方が妥当のように思えるが， ゆっ

くり話す時には ci-nji r地図j，kanjを「火事j，enda r枝j，xembi r蛇j，minjを「水」のよ

うに /N/がはっきり聞かれるので，鼻音挿入が必要であるO

3. 高母音の無声化

「 V 1 (11tz l-f村山nal1)ω 
3. I +high Iー→[-voice]/i L -voice J L -V01ce Jγ 
I -accent I I r . -， r V 11 
L --"''''''''"'U''-1 l [-v州ー[-v州 l-highJ)(B)

3Aによって， /k/と /t，s/の聞の高母音が無声音となる。

kusi→kusi r串j，kiti→可否「きついj，kutu→kut~ r靴j，kus~ri→ku記ri 1"薬jo

後の方の無声子音が非舌頂的であれば，高母音の無声化は起らなし、。

kik~→*kiku 「菊j， saku:pun→*sa同puur作風j，doku:paku-+*dok?paku r独白」。

3Bは，無声子音聞のアクセントのない高母音が，次に非高母音が来ると無声音になる規

則である。
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pito→p函「人J，tikai→ti長ir近いj，sita→sit'a r舌j，puta→p可示「蓋J，p吋己i→putoir太

いj，kita→kita r北J，kukyoo→ku高石「苦境j， kiSa~ki~ r汽車J，IIlatu + k;sa→ 
matukasa r松盆j，matu+長aze→matukazer松風j，kosi + kake→kosikake r腰掛けj，

mati+kado→matikado r町角jo
なお， 3 Bの規則には，内部単語境界 [+Jが高母音を含む音節の前にある場合には適用

されないという条件が必要であるが，くわしくは，次の複合語有声化規則の所で述べよう o

高母音が二番目の無声子音の次に来る場合には， 3 Bの規則は適用されない。

puku→*puku r服j，tuti→*tuti r土j，tuki→キtukir月j，pusi→*pusi r節j，puti→*puti 

「緑j，susi→キsusir寿司j，suki→*suki r好きj，puki→キpukir蕗j，lukue→キtukue

「杭」。

高母音にアクセントがある場合には無声化は起らない。

kis:→*kisi r岸j，okita→本okitar起きたj，kakusu→*kakusu r隠す」。

3の規則の適用されない多くの阻害音は，後でくわしく述べるが，複合語有声化規則，あ

るいは，子音の有声化規則で有声音になる口

外来語は，アクセントのない高母音はすべて無声子音問で無声音になるD

sukii rスキーj，sukuuru rスクールj，suCiimu rスチームj，irukuucuku rイルクーツ

クj，gesuto rゲストj，sutoobu rストーブj，masukotto rマスコットム sukuutaarスク

ーター」。

外来語でもアクセントのある母音は無戸音にならないo

Cikin rチッキンj，kisu rキス」。

高母音無声化の一般的規則を述べたが，この規則には個人差も多L、。前の無声子音が両層

破裂音 jpjであり， うしろの無声子音の次に二つ以上の音節がある場合，無声子音問の高

母音を無声音にする場合もある。規則としては次のようである O

r v 1 r +anterior 1 ， 
3(司+high ト→[-voiceJ j I + corona1 I←ー[-voice]…I . [十sylJ
l-accent J l-voice J Jsyl 

pukusoo→pukusoo (→φukusoo) r服装j，pituzi→pituzi →CIC討を)r羊j，pikute→pikute 
(:!cikute) r引く手」。
「服J，rヲ|くJは二音節であればそれぞれ φugu，dguであって，無声化は起らない。

4. 複合語の有声化

4. [ふtive]→[ +voiceJ/[ +voiceJ十一
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複合語の二番目の語の最初の子音，つまり，内部単語境界の次の子音が有声音となる。

neko+se→nekoze r猫背j，pune + pune→punebune r船船j，sumi十koya→sumigoyar炭

小屋j，mika +tuki→mikaduki r三日月j，niku+tuki→nikuduki r肉付きj，tosi + kasira 

→tosigasira r年頭j，piza + kasira→pizagasira r接頭J。

又， r膝株」が pizagabuとならないのは， kabuの bが有声である為，異化が起ったも

のと考えられると， 日野資純氏(個人的な手紙による)が指摘して下さった。

規則4は，規則3が適用された語，例えば， matu + kasa~matukasa r松盛j，mati + kado 

~matikado r町角」には適用されなし、。又，漢語にも適用されなし、G
saku:puu→*sakubuu r作風J。

複合語有声化は，鼻音挿入の次に適用されるべき規則である。

neko + se pito十pito

鼻音挿入

複合語有声化 nekoze pitobito 

規則3と4の順序は counterfeeding order，つまり，規則4が規則3を counterfeed L 

ている為，n頂序を逆にすると間違った形を派生するO

neko十se pito十pito

複合語有声化 nekoze piobito 

鼻音挿入 nekoNze pitoNbito 

なお， neg~r; r猫背J，dIobho r人々」とL、ぅ発音が存在する所があれば，そこでは，複

合語有声化→鼻音挿入の順序が正しいことになる O

高母音無声化と複合語有戸化の順序はどうであろうか。高母音有声化が適用される matu

kaze r松風J，matikado r町角」には，もはや有声化規則が適用きれなくなるので，高母音

無声化→複合語有声化の順序が正L"、。

しかL，pito r人J，sita r舌」のように高母音を無声音にしてから複合語有声化規則を適

用すると， r人々 j，r猫舌」は pito+ bito， neko十zitaという不自然で，かつ発音不可能な

音声が派生される。従って，高母音無声化は高母音を含む音節の前に内部単語境界がある場

合には行われない。つまり，争pito詳と非sita非は pi!o，s~ta となるが，十pito，十 sita の i は

無声音にならない。

pito + pito neko十sita

高母音無声化 pito十pito

複合名詞有声化 pitobito nekozita 

又，この適用順序を複合語有戸化→高母音無声化にしても正しい派生が出来るようである
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が，そうすると， r松盛j，r町角Jのような語が matugasa，matigadoになってしまうo 同

じような複合名詞「松風j，r腰掛け」を含めて， これら複合語の境界が， r人々 j，r猫背」

とは別のもの，例えば matu:kasa， kosi非kakeのように[:]や[相であるとも考えられよ

うが，在、には境界の違いの設定には無理があり，又，境界の設定だけで解決出来る問題とは

思われない。

5. 破擦音化

/z/と /d/が日]になり， /t/が [c]になる。まず /z/から述べよう o

l十anterior I 
I +coronal I ‘「・ 1

5 A. I +;~i~~ 卜→l-continuantJ 

|十strident I 

有声歯茎摩擦音は破擦音となる。

tiNzu→tiNju r地図j，kaNzi→kaNji r火事j，zaru→jaru r焦j，amezora-amejora r雨

空j，nekoze→nekoje r猫背J。

次に /t/，/d/が破擦音になる規則を述べよう o
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歯茎閉鎖、音が高母音の前で破擦音になる O

tiNju→ciNju r地図j，tuki→cuki r月J，tuti→cuci r土j，mika + duki→mikajuki r三日

月j，pana十di→panajir鼻血」。

複合語有戸化→破擦音化のJI憤序は feedingorderである。従って，有戸化規則の適用され

る「雨空j，r猫背j，r三日月j，r鼻血」に，更に，破擦音化規則が適用出来るo

S. わたり音消去

6. [:一sy列11
一comAntali→ゆ/-31r

/w/と /y/は次に形態素境界をはさんで母音が来る場合消去される。しかし，消去きれ

るわたり音を含む形態素は，名詞であってはならない。 VoはO以上の母音を意味する O

kaw&ana&i→kaanai r買わなし、j，kaw&e&na&i→kaenai .r買えないj，kuw&ana&i→ 

kuanai r食わないj，kuw&e&na&i→kuenai r食えなし、j，kawai&i→kaaii r可愛良いj.

kayu&i.:!kay&i→kai r痔L、j，tuyo&i→tuoi →tuee) r強L、J，yo&i→oi (→ee) r良L、J，
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araw&i→arai r洗L、j，yow&i→yoi r酔L、」。

「洗L、j，r酔し、Jは名詞であるが， araw&， yow&は動詞の語幹であり，この規則が適用

される。 oyar親j，kawa r JIIJ， niwa r庭」は名詞である為，そのわたり音は消去されない。

又， kayu&sa r俸さj，yo&sa r良さ」の /y/は，形態素境界[&]の次が子音である為消

去されない。しかし /w/の場合は， koasa r怖さJ，yoasa r弱さJのように消去されるこ

とがあるowaka&i r若L、j，waru&i r悪L、」の /w/と， yowa&i r弱L、j，yow&i r酔L、」

の /y/が消去されないのは，形態素境界[&]から左への最初の子音で、ないからである。

この規則には，必然的なものと随意的なものが一緒に書かれているという問題があろろ O

/y/の消去は， kayi r庫いj，ciye r強いjのような発音があるので随意的なものであるが，
、、、¥、

/w/は /a/の前と /e/の前 (kawer可愛良いj，yowe r弱いj) には随意的に消去される

が， /i， u， 0/の前では必然的に消去される。まず必然的にわたり音を消去する規則が必要と

思われるが，ここに一つの規則として簡単に書いた次第で、あるo

7. 中母音化

7. [ 

高母音/i/， /u/は非高母音の次で中母音 /e/，/0/になる。

kuenai→kuenae r食えないj，kawaii→kawaei→kawaee r可愛良L、j，pidoi→pidoe r酷

し、」， kayuiiZkayiikai→kaer捧いj， koi→koe r恋j，osoi→osoe r遅L、j， kaikei→ 

kaekee r会計j，teisai→teesae r体裁j，peiwa→peewa r平和j，santou→santoo r 3等j，

goutou→gootoo r強盗」。

高母音の次では中母音にならない。

kayui-':日kayuer淳し、j，atui→*atue r暑L、j，usui→*usue r薄L、j，kemui→*kemue r煙

し、j，nikui→*nikue r憎し、」。

又，語尾の/i/は子音の次では /e/にならない。

kami→*kame r紙j，uti→*ute r家j，asi→*ase r足」。

この規則は， kaikee r会計j，teesai r体裁J，回ntoor 3等」のように， /ei/と /ou/に

は必然的に適用されるが， saiSo r最初j，toisi r砥石J，kai-r貝j，鈍 r犀j，koi r恋」の

ように， /ai/と/oi/には，その語が名詞の場合は随意的に適用される。

前に触れたが，高母音 [i] と [u]は，かなり中央に寄ったものである。
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8. 同 化

ばくぜんと同化と云うと，今まで、述べた規則の中でも，高母音無声化は無声子音間で無声

音になるとし、う意味で，複合語有声化は有戸母音問で有声音になるとL、う意味で，中母音化

は高母音が中母音の次で中母音になるという意味で，それぞれ一種の同化規則である。規則

にはある意味での同化が非常に多いのだが， ここで述べる同化は，最も顕著な同化と云われ

る母音の完全同化と子音の完全同化，調音点同化であるO

A.母音の完全同化

A.V→[二hJ-[二品! 二J011
8Aは，母音が jejの前で [e]となる完全同化規則であるo

「、、、「、、
kae→kee r痔L、j，oe→ee r良L、J，pidoe→pidee r酷し、j，osoe→os舵「遅いj，akae→ 
「 、、「、、、「

akee r赤いj，tiisae→tiisee-r小さL、j，tuyoe→tuyee r強L、j，yowae→yowee r弱L、j，

kaanae→k組長量「買わないj，kuenae→keenee r食えなし、j，su~nae~seenee r吸えないj，

ka~ru→E函ru r帰るjo
文，名詞は通常中母音に同化されない口

daitaiムdaetae→*deeteer大体J，taiteiLtaetee→*teeteer大低j，saikaiムsaekae→キseekee

「再会j，kae→*kee r貝j，sae→*see r犀j，toesi→本teesir砥石j，koe→*kee r恋，声J。

joejが同化出来るのは形容詞のみである。従って次の語には適用されない。

moeru→*meeru r燃えるj，poeru→ホpeerur吠えるJ，yoe→*yee r酔L、j，yoeba→*yeeba 

「酔えばJ。

母音が三つ以上連続している場合は，一音節語になるのを避ける為，同化きれない。
、、「、、-'.6 • 7 

yoae→yoee→*yeee r弱し、j，tuoe→tuee→*teee r強し、J，payai→抑制→paaeニ中aee→*peee
¥ ¥¥¥  

「早いj，kaaee-シ*keeeer可愛良し、」。しかし kawaee→kaweeer可愛良いj，は二音節

語である為同化される。

B.子音の同化

F 守 F 司， -sonorant 1 r c 1 __ ，.J αplace 111  
8B. l<-n~l> →l <s ~;~;er > J!一|αplace|

L， uc.r.>>aJ./ J L'/" J.J.J.u....m..../J l<smanner>J 

この規則は，子音はすべて次に来る阻害音と調音点が同じになり，更に，その子音が非鼻

音であれば調音法も同じつまり完全同化になるものである O

調音点同化は鼻子音に起るO

ciNju→cinju r地図j，cuNgi→cu招ir次j，kaNji→kanji r火事j，peNbi→pembi r蛇j，
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eNda→enda r枝」。

完全同化は鼻音以外の子音に見られる。

itpon~ippon r 1本j， pat錨 cu→passacur 8冊j，jipsacu→jissacu rl0冊j， totpuu→ 
toppuu r突風j，kir&ta→kitta r切ったj，kuw&te→kutte r食って」。
共鳴音 (sonorant)に子音は同化されない。 '; 

kaw&ru→吋mrrur買うj，kak&ru→*karru r書く」。

9. 両唇閉鎖音の摩擦音化

/p/は次に述べるAからFの規則にみられるように，次に来る母音によって， [φ]， [X]， 

[h]， [xl~ [c]， [s]に発音される。

この論文で使われる摩擦音は， Chomsky-Halle(1965)に従い，それぞれ次のような弁別

的素性で区別されるo

昂ZZ a歯lVI茎eo音lar p硬ala口to蓋・a歯lv茎eo音lar 硬pa口la蓋ta音l 軟兵書戸
ct 

anterior + 

coronal 

high 

back 

low 

continuant + 

strident 

A.両唇摩擦音化

|十anterior 寸
I -coronal 
I -high 

s き e 

+ 

+ + 

一 + + 

一

十 + 十

十 + 

-back .-. ，f持 1
9A. I -i;; ト~C+co凶nuant]/Fv.一一v~
I -V01ce 
I -Onamatopeia. I 
L -Foreign 

X 

+ 

+ 

+ 

一

口u蓋vu垂la音r 声glo門tta音l 

Z h 

+ 

十

十 + 

語頭，あるいは母音聞の /p/が /φ/となる。この規則は，まず閉鎖音 /p/を摩擦音に

するものであり，次に来る母音にかかわらず適用される。

pito→φito r人j，pembi→φembi r蛇j，potaru-令φotarur賛j，pana→争anar花j，pune→ 
φune r船j，sakupin→sakuφin r作品j，dokupaku→dokuφaku r独自J。
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擬戸語や外来語にはこの規則は適用されない。

parapara→*φaraφara rパラパラj，supuun→*su'φuun rスプーン」。

又，語頭以外の /p/は，母音問でのみ摩擦音になるので，次の/p/は[φ]にならないo

sampo→*sam'φo r散歩j，ippon→*ipφon r 1本J。

B.口蓋垂摩擦音化

吋

Z
E
E
.

，J
1
k
 c
 

v
h
 
+
 

r
S
E
E
L
 

J
f
'
 

1
E
B
-k
 
e
 
a
 

-
D
 +
 

rL ↓
 

1
1
4
s
i
l
l
i
-
-
4
 

&
-
b
 n
 
a
 

d

u

 

M

n

 

m
h
K
F
.
u
 

ぽ

g
ほ

鴨

川

山

む

M
b
h
∞

一
一
一
一
+

「
l
i
l
i
-
-
t
l
'
S
E
l」

B
 

n
H
d
 

/φ/は後舌母音 /u，0， a/の前では [x] と発音される。 /φ/が /u/の前で [x]になる

のは随意的であり， [φu]と [χu]は自由変異である。

φune→χune r船j，φotaru→xotarur賛J，φana→xanar花」。

c.声門摩擦音化

9C113F|→[十low]/一[ふ]
I +continuant I 

/φ/が /a/の前で声門音 [h]に発音されることがある。 [xa]と [ha]の主な違いは，

強調して去う時には [χa]であるが，低い声で， リラッグスして云う時には [ha]も関かれ

る。

φana→han;-r花j，φana→hanar鼻j，φaru→harur春jo

規則9Bと9Cは音韻上，弁別的素性が一つだけ変わるとし、う意味で非常に自然な規則で
ある。 9Bでは母音[+back]の前で子音が[+back]になり， 9 Cでは母音[+low]の
前で子音が[+low]になっている。

D.軟口蓋摩擦音化

r -coronal l 
I -high r -anterior 1 r v 1 

9 D. I -back ト→I+high トーI-highI 
I -low I +back I -back I 
I +continuant I 

/φ/は /e/の前で [x]になるO

φembi→xembi r蛇j，φenka→xenkar変化」。

中には φer厩Jのように規則が適用されない語もあるが，これは擬声的な面が残されて
いるのかも知れない。「火Jは次の 9(司の規則で [xe]となり， r展Jと「火」を区別する。
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もっとも，若い人は区別をせず，両方を [xe]と発音しているようである。

前に /i/が [e]になる中母音化規則を述べたが， /pi/は [ci]， [si-]と発音されると同時

に， [xe] と発音される場合も多L、。更に， /i/は音節の最初に来る場合 [e]に発音される

ので，次のような規則が書けるo

r V 1 
9(司I+ri~~ I→[一地]/|(lzzm制1)一L -back J sylL ¥L T¥..VJ.1LJ.1JUa.J.1L JI 

/i/が /p/の次に来る場合 [e] となると考えるよりは， /p/が /φ/になり， /φ/の次

の /i/が [e] となると考える方が自然であろう o それは /pi/が /pe/になるのであれば，

同じような環境にある /ki/も /ke/になるのが当然と思われるからである。

9Aの適用後， 9 (叫が適用され，更に9Dが適用される例を挙げよう。

D .A~. ・ D A a 
pito→φito→φeto→xeto r人j，pi→φ1→φe→xe r火j，a-piru→aφ1I:U→aφ'eru→axerur家

D .. A -""-. .. a -"". .. D 
鴨J，ge-pinigeφin二宮eφen→gexenr下品j，pinde→<tinde→φende→xende rひどし、j，

.• -""- ..D A 
PlcunJl→φicunji→φ舵 unJl→xecunjir羊j，pikaru→φikaru二φekaru乙xekarur光るj，

pirosaki~φirosaki二φerosaki~xerosaki r弘前」。

更に9(叫の規則によって，語頭の /i/が [e]になる。

ie-→旨「家j，ikko→ekko r 1箇j，inド enur犬j，ika→eka r烏賊」。

語頭でない /i/は [e]とはならない。

aki→*ake r秋J，kanjiru→*kanjeru rかじるJ，sikasi→*sekase rしかしJ。

9(司の規則は音節の最初の/i/を [e]~こするものであるが，実際には語頭の /i/ にのみ

適用きれるo k;-i r貝j，a-i r愛J([ー]は音節境界である)の /i/が [e]になり， [扇e]，

[ae] と発音されるのは， 前に述べた中母音化規則が適用されたものと考える方が自然であ

ると思われる。又， ac~&i r暑L、J，ook為ir大きし、」の /i/は前の音節と一つの音節を形
lR 音節形成、、 「 音銭形成 、、 、、、

成し， atu&iニエat&iー→'a-ti~ ooki&iー→00・kii→oki(後の規則13)のようになるo /i/がす
ぐ前の音節に入らず，一つの音節(モーラと云った方が良いであろう)として発音される場

合には，その前の境界が[&]であり[ー]ではないので，規則9(a)は適用きれない。

at~&i→a記i→匂cue， ookf&i→ookii→*ookie. 

E.硬口蓋摩擦音化

十 t
-corollal i r 可 r V 
-hi2h . r -anterior 1 I 
ぷ k I~l+ゅ J/-I~~;泣
・-~w L 

十contmuantI 
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い語は9Eが適用される D

ctjto→cito r人j，aφlTU→aciru r家鴨j，φinde→cinder酷いj，φicunji→cicunjir羊j，
φikaru→cikaru r光る」。

F.歯茎摩擦音化

/φ/は /i/の前で [s] とも発音される。

φito→sito r人J，φikooki→sikookir飛行機j，φirosaki→sirosakir弘前j，φinde→sinde
「酷いJ， φ~cunji→:sicunji r羊J，φikaru→sikam「光る」。
/φi/が語頭にない場合は， 9 Fは適用されない。

*asiru r家鴨J，*gesin 1下品J，*tokusicu 1特筆」。
9A'"'-'Fの規則をまとめてみると， /p/はそのすぐ次に来る母音によって，次のようにな

るC

fφ/一-u
¥s， cj一一ー，.

Pー→1X/ーーで ト

10. 鼻

Ix/一一U，0， a ¥ 
~h/~ 

音 イヒ

鼻音化規則には次の三つがある O

.!. jgjの鼻音化

I -antenor J 
10A. I一coronal ト→[十nasaI]/[ ]ーーベ
l +voice 

軟口蓋の有声音，つまり有声軟口蓋破裂音 /g/は，その前に何らかの分節音がある場合，

すなわち語頭以外の位置で、匂]になる。

keマga→ke初aI1壬我J，sumi十koya→sumigoya→sumi万oya1炭小屋..ll..kag組註→ka明ml

「鏡」。

Soor;akkoo 1小学校J，とuu守akkoo下中学校」のように jgjが[坊と発音されているのに

対し， kootogakoo r高等学校」と[りにならないのは，前者は gakkooの前に複合境界が
あり， 後者はその前に単語境界がある為である。同様に koofoo休yooiku; 1高等教育j，

kootoo非詔ibansor高等裁判所Jにも複合語有声化規則が適用されない。
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B.子音の鼻音化

lOB. [以ふふふic悦Cαe]ト→h 部制叫叫al副l口山]
有声子音は鼻子音の次に来る場合は鼻子音になる口規則は r[十nasal]の次」となってい

るが，鼻母音の場合はその次が必ず鼻子音なので，この規則を適用して鼻音にする必要がな

L 、。規則の適用環境に合う rc十nasal]の次」とは， r鼻子音の次」ということになるo
ci吋u→cin]ur-地図j，enda→enda r枝j，:xembi→提mbir蛇j， ~ando'→k~ndô r感動，

角j，konro→kon;'o rコンロj，kanwa→kan長ar緩和jo

c.母音の鼻音化
lOC. V1-一令[+nasal] /[十nasalJ

すべての母音は鼻音の前と後に来る場合，鼻母音となる。 V1 は一つ以上の母音を意味す

るので，二つ以上連鎖している母音すべてが鼻母音となる。この規則は隣接規定 (nei~~r­

hood convention)によって簡略化したものであり，次の規則と同じである。

トー[+nasalJl 
10(司 V1→[十nasalJ/f[十mSan-j

cinju→cinju r地図j，kanji→kanji r火事，監事J，ke7J1)a→k切加「怪我j，enda→enda 

「枝J. xembi→x~mbr r蛇J，• kando→ka'ndo r感動， 角J， konrる→kõn;~ rコンロJ，

kan'wa→ka'n;a'. r緩和J，~pon→epp~n r 1本J.kaanee--ka';nee r買わないj，keenee-歩

keenee r食えなし、」。

11. 鼻子音の消去

11. [ふal]→ゆ/一]
鼻子音は，音節の最後の分節音であれば消去される。

cin-j i→ci j i r地図j，kan-j i→kaj i r火事，監事J.en-da→eda r枝j.xem-bi→xebir蛇j，

k;n-d~→k~d~ r感動，角j. k~n・ ro.→k;;-;~ rコンロJ，ep-pon→eppo r 1本j，k'in-;a'→ 

kawa r緩和J.kam-bun→kabu [ 漢文J，x句 -ko→xakor判こJ，回m-po→飽por散歩)， 

ci-cun・ji→dcuj i r羊」。

この規則は，鼻子音が連鎖している場合，前の鼻子音を消去するか，あるいは語尾の鼻子

音を消去するものであるから，次のようにも書けるであろう D

r C l~Å. /_f [十nasalJl11(a) I +n;;sall→ゆ/--1L Tl;，，，a.1J ~ 

しかし r[+nasal]か[伺の前」とし、う環境では，この二つの特徴には音韻的に見て関連



-128- (小林泰秀)

がないので， l1(a)の規則よりは，二つに共通した特徴である音節境界で分けた規員011の方が
より簡潔であり，自然のように思われる。

B ": 10C-"':，-11 ---:-
又， endaコenda→enda→edar枝Jのように子音の鼻音化，母音の鼻音化，鼻子音消去の

三つの規則を適用するよりも，次に挙げる子音の鼻音化と鼻子音消去を一緒にした規則l1(b)

で endal:!eda~と~d; のように派生する方が妥当と思われるかも知れない。

r C lr C 1 .r._S_J 
11ω1. + n;;sal t f + v;;ice 1-+1 :-~<!~~~ 1 l ，uai:)cuJ l'  VVI"'I:'J I +nasall 

しかしゆっくり話す時，特に単語一つを云う時には endaとL、う発音が良く聞かれるの

で，二つの規則を11(b)のように一つに出来ない。それは前にも述べたように，有声租害音を

鼻子音にせずに，その前に鼻音を挿入したのと同じ理由であるo

12. 子音の有声化

12. [ -continuant]-→[  +voice]/[ +voice]一一[+voice] 

非継続音(ーcontinuant)，すなわち破裂音と破擦音は，母音問で有戸音となるo 鼻子音は

すべて有声音なので適用するまでもない。

cuki→cugi r月j，gake→gage r屋j，cuci→cuji r父j，uta→uda r歌j，xotaru→χodaru 
「蜜j，senaka→senaga r背中J，nekoje→negoje r猫背j，φuku→φugur服j，φuci→
φuji r緑j，suki→sugi r好きj，φuki→φugir蕗j，cukue→cugue r机j，okita→ogida 
「起きたj，kakusu~kagusu r隠すJ，kiku→kigu r菊J，saku<Tuu→saguφuu r作風J，
dokuχaku→doguXagu r独自」。
次の語は鼻音であるかどうかによって意味の区別がなされる。
、、』ー
{mado r的j {eda r居たj {agari r明り」
」、、~-

lmado r窓J leda r枝J la加rir上り」
非継続音には /p/もあるのだが，すでに規則9で摩擦音になっているので有声化規則の

適用がない。 9と12は bleedingorderであるo 又， 10Aの /g/の鼻音化規則と規則12の順

序は counterfeeding orderであるo つまり，もし12→10Aの順序で適用されるとしたら，

有声音になった /k/は，更に鼻音になるo
12. 10A 

ake→age→九万er赤し、j，kakusu→kagusu→*ka卯sur隠す」。
子音の有声化規則は複合語有声化規則とは別のものである。 /s/は継続音のため有声音に

はならない。

xasi→*xazi r箸j，kasi→*kazi r菓子」。
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13. 同一分節音消去

同じ母音，あるいは子音が連鎖している場合消去される O

A. 同一母音の消去

i V 1 i V 1 
|αhigh 1~，l. /1αhigh I 

13A. 1 s j;叫|→世/iP back l 
L r low J L r low J 
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13Aは二つの同じ母音が連続Lて起る場合，そのうちの一つを消去するものであるo この

規則は簡単に ViVi→Viと書けるO
、、、、 一一 一

lよ→kaer摩いj， kee→ke-r庫いj， kawane叫 rawaner買わないj，kaanee→kane 
、、、、、、

「買わないj， kaanee→kane i食わなし、j， keenee→kene r食えないj， kaaee→kae 
、¥、、、 h¥ 、、、、、、』

「可愛良し、j，kaweee→kawee→kawe i可愛良いj，yow関→yowei弱L、j，yoee→yoe 
、、、¥、¥、、、、、、、、

「弱いj，ee→e i良し、j， ookii→oki r大きいj， osii→osi-i惜しいjo

B. 同一子音の消去

13B. [s立2er]→件/[s拡 er] 
同じ子音が続く場合，一つを消去する。この規則も簡単に CiCi→Ciと書ける。

eppo→epo r 1本j，essacu→esacu r一冊j，rokka→roka i 6巻j，katte→kate r勝手」。

否定の接尾辞を /ana/ とし，動詞の現在形の接尾辞を /ru/ とするならば， tabe&anai 

「食べなL、j，kaw&ru r買う」という基底表示になる。これらの語の音声表示を派生するた

めには，次のような[&]の次の分節音を消去する規則が必要である。

13(a) V1V2，，-→V1 13(b) C1C2-ー~Cl

これらの規則は同一分節音を消去するとは限らないので.13A. 13Bの規則とは異なる Q

13(司.13(b)はずっと早い段階で適用されるべきであり， 13A， 13Bの消去規則と同じレベル

で扱われるべきではないと思われる O

子音の有声化規則と同一子音の消去規則は counterfeeding orderであるo 消去一→有声

化の順序は feedingorderであって，この順序の適用は間違った音戸表示を派生するO
13B • ~12 . 13B. 12 

rokka'':::エroka→*rogar 6巻j，katte→kateニ討kader勝手」。

14. /8/の口蓋音化

/s/は /e/の前で [s]か[x]になる。

1413恕aDt]→[ほか)}-[語J
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この規則の意味は，無声舌頂継続音 (js/と/る/が対象となるが，‘音素としては/得Jし

かなし、)が /e/の前で[+high]，つまり[益]になるか，あるいは [x]になるというもの

である。

senaga→S;n'iga， xenaga r背中j，segi→segi， xegi r堰j， kas~必→kas;1)~， kaxら.~ r稼

くつ， χanase→x;n;:se， xanaxe r離せj，aseru→aSeru， axeru r焦るj，seb;n;→Seb;nよ
xebone r背骨j，ase→ase， axe r汗」。

この規則は和語に適用する規則であり，漢語や外来語には通常適用されない。

se→*ぷ *x~r線j，seetae→*Seetae，キxeetaer戸帯j，sisee→*sISee， *sixee r姿勢j，sesoo→ 
本逗ミ00，*xふ00r戦争j，sete→本絹e，*xe'te r先手j，taesee→字句eるee，*taexee r大勢j，

xaese→*χaes;' キχaex~r敗戦j，るuse→*るuse，吟uxer出世J，seetaa→恰eetaa，ホxee旬arセ

ーターj，akus町 u→本'akuseru，キakuxerurアクセノレjo

規則14は一般的な規則であり個人差がある。一個人で [s] と [x]の両方を発音する人は

いない。人によっては /s/を[る]にするのは語頭のみにし， kasegu r稼ぐj~ aseru r焦るj，

ose r遅い」などの /s/は/る/にならない。
kasegu→kaxegu， *ka.segu， ;aseru→axeru， *aseru， ose→oxe， *ose. 

叉，人によっては，語頭の /s/を漢語，外来語の場合でも/益/とする。

se→Se， *xe r線j，seetae→益eetae，*xeetae r声帯J，seetaa→seetaa，匂eetaarセーター」。

しかし，語頭の /51を [s]にし (senagar背中j)，語中の /s/を[玄]にする (axerur焦
るj)というように， [る]と [x]の両方を使い分ける人はいないようである。つまり， seka-

seru rせかせるj，sensei r先生」は，るegaSeruや xegaxerurせかせるj，'seSeや xexer先

生」という発音は可能でも， *segaxeruや *xegaSeru，時exeや *xeseは可能な発音ではな

L 、。なお， sensei r先生」や ser背」は漢語であるが，例外的に /s/が民]や [x]に発音

されている。

前に規則9Dで /φ/が /e/の前で [x]になると述べた。ここで述べている /s/が [e]

の前で [x]になる規則14と一つの規則として次のように書けるだろうかQ

州 [:2222L]→ x/ー
問題の一つに， /φ/ (←/p/)と /s/は全く別の種類の音素であり， se→xeは随意的であ

るのに対して， φe→xeは必然的であることが挙げられる。更に叉，規則14は漢語には適用

されないが，規則9Dにはそのような制限がなし、。従って，これら二つの規則は異なるもの

とした方が良い。次の対を見ょう O
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15. jjjの硬口蓋音化
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歯茎破擦音 /j/は /e/と /a/の前で[j]になる O

jeni→j eni r銭j，negoje→negoje r猫背j，jenesuto--+j enesuto rゼネスト j，jaru→jaru 

「焦j，jeko→Jako r雑魚j，yamajaru→yama jaru r山猿j，goja→goja r莫産」。

漢語にはこの規則は適用出来ない。

jecumecu→吋ecumecur絶滅j，jesi→勺esir前進j，jasi→勺asir雑誌J，gi ja→gija r銀

座」。

/j/が[j]と発音されるのは非高母音の前であるが， /0/は円層音なので規則が適用され

ない。津軽方言の /0/を円屠音とするのには問題があるかも知れないが，それは円属の程

度の問題であり，ここでは一応[+roundJ として扱う O

kucujogo→ネkucujogor靴底j，sojoroarugi→匂ojoroarugir漫ろ歩きj，jokko→*jokko 

「ぞっこんj，joo→勺00rソーンム

18. 高母音の中舌化

16. [ぷgh]→wal]/[::232:]-
高母音 /i，u/は，歯茎きしみ音 /s，c， j/の次に来る場合，中舌母音[打となるo
- ¥¥  

ci ju→cりを「地図j，cugi→C壬gir月j，cuju→C壬j壬「筒J，cuji→c討を「土j，ciji→C壬j主[父j，

kasi→函吋「菓子J，kasu→函sir粕J，k;lf.→kaji r火事，監事J，k;j~→kãTir数j ，

susi→ー;Z「寿司j，sisi→sisi r獅子j，susu→sisi r煤J，jisacu→jisaci rl0冊jo
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9Fの規則で /φ/が/i!の前で [s]になるのだが，更に /i/は[打となる。規則の順

序は feedingorderである O
9A~.. 9F 16 • 1 .9A..z... 1 .9F . 1 .16 
plto二よφitoニ与sito→sをtor人j，pidoi→φidoi→sidoi→sidoi r酷し、j，pikooki→φikooki→ 

sikooki"::sをkookir飛行機」。

17. JuJプラス鼻音

A. /u/の消去

r "1:7 十antenorI r r V 1 I T aU&.<Juv，L I r V 1 
17 A. 1:-~i~~ 1→州-1~おal I I -high， I 
I +back I I :H(1;:)i:11. . I I -round I .. • ------l I +sonorant I L. -------l 

語の /u/は /me/，/ma/が次に来る場合消去される。 17Aの中の弁別的素性[十so・

norさとt]史 /b/と/竺/ぞ区別する為必要である。
uma→ma r馬j，ume→me r梅， うまし、j，umebosi→mebosを「梅干しJ，umareda→ 
mare函「生まれたJ，u~n;ri→~nõri r馬乗りj，umer五→m;rur埋める」口
/u/消去の後 [ma] にアクセントがある場合， アクセントは次の音節に移動する。しか

し，アクセント移動は語境界内で、行われるo
-;;:;--;;:; ，..， "':-';:.，コ N ¥-".." --
umaザoya→maマoyar馬小屋j，umaya→maya r馬屋j，uma和10枇one→ネmanoxone，*ma-

noxone r馬の'骨」。
/m/の次の母音が /e，a/でない場合には， /u/は消去されない。

umoreru→*moreru r埋れるj，umis壬ta→*mis壬tar生みしたj，umu→*mu r生む」。
更に， /u/は，語頭にない場合は消去されなし、o taneuma -*tanema . r種馬j，agaume→ 

*agame r赤梅」。
B. /u/の鼻子音化
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語頭の/u/は次の/mんあるいは/n/に完全同化する。連鎖する二つの鼻子音は，次の例の

如くアクセントの異なることがある。
、、、¥ー-
uma→mma r馬j，ume→mme r梅， うまいj，uma1Joya→mma1Joya rJ馬小屋J，umeru→ 
mmeru r-埋めるj，umoreru→mmoreru r埋もれるj，uminari→mminari r海鳴りj，umi-

dasi→mmi函sir生み出すj，una1Ji→nnã'~ r鰻j，~në'ri→nnë'ri rうねり」。
/u/にアクセントがある場合は，この規則は適用きれない。

umi→*mmi r海J，uni→*nni rうにJ，umu→キmmur生む」口
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云うまでもなく， 17Bは同一子音消去規則の後に適用されなければならない。二つの規則

は counterfeeding orderの関係にある O
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